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小
立
保
育
所
へ
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

船
津
保
育
所
へ
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

巨
大
な
樹
氷
が
出
現
！

　
小
立
地
区
の
民
生

児
童
委
員
の
皆
さ
ん

か
ら
「
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク
」
と
42
歳
厄

年
の
四
四
五
会
の
皆

さ
ん
か
ら
「
司
会
台
」

を
小
立
保
育
所
へ
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　　
船
津
地
区
の
42
歳
厄
年
の
鳳
凰
会
の
皆
さ
ん
か
ら
、

船
津
保
育
所
へ
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
、

７
台
の
扇
風
機
を

設
置
し
ま
し
た
。
今

年
の
夏
は
快
適
に

過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
で
す
。
大

変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
西
湖
野
鳥
の
森
公
園
で
は
、
２
月
７
日
ま
で
「
樹
氷
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
巨
大
な
樹
氷
と
富
士
山
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
に
連

日
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
干
支
を

イ
メ
ー
ジ
し

た
「
寅
」
は
大

き
な
口
で
見

る
も
の
を
圧

倒
し
、
呑
み
込

ま
れ
る
よ
う

な
迫
力
が
あ
り
、

多
く
の
人
が
、
雄
大
の
富
士
山
と
そ
の
勇
姿
を
カ
メ
ラ

に
収
め
て
い
ま
す
。

●
問
合
先
　
観
光
課
　
℡
72-

3
1
6
8

■
期
間
　
３
月
１
日
（
月
）
～
３
月
12
日
（
金
）

■
場
所
　
町
役
場
内
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
布
を
使
っ
た
貼
り
絵
の
展

示
で
す
。
富
士
河
口
湖
町
内

の
風
景
を
布
を
使
っ
た
貼
り

絵
で
表
現
し
て
お
り
ま
す
。

油
絵
と
見
間
違
え
る
ほ
ど
の

作
品
が
揃
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

●
問
合
先
　

　
企
画
課
　
℡
72-

６
０
２
３

　
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
、下
げ
飾
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
桜
の
花
の
よ
う

に
可
愛
い
女
の
子

に
育
ち
ま
す
よ
う

に
…
」
そ
ん
な
願
い

を
込
め
て
、
ピ
ン
ク

の
ち
り
め
ん
布
を

使
っ
た
、
桜
の
花
と

花
ボ
ー
ル
の
下
げ
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

■
実
施
日
　
２
月
20
日
（
土
）

■
時
　
間
　
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

■
料
　
金
　
３
０
０
０
円

■
持
ち
物
　
裁
縫
用
具

●
申
込
・
問
合
先
　
大
石
紬
伝
統
工
芸
館 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
76-

７
９
０
１

　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
で
は
、

香
り
の
デ
コ
ス
イ
ー
ツ
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
町
外

の
方
で
も
大
歓
迎
で
す
。

■
実
施
日
　

　
２
月
27
日
（
土
）

■
時
　
間
　

　
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

■
料
　
金
　
２
０
０
０
円
　

■
定
　
員
　
30
名

■
内
　
容
　
ワ
ッ
ク
ス
ケ
ー
キ
の
台
に
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

　
　
　
　
　
の
バ
ラ
や
小
さ
な
飾
り
を
使
っ
て
飾
り
付

　
　
　
　
　
け
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
３
０
８
２

デ
コ
ス
イ
ー
ツ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
、

　
　
　
下
げ
飾
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

大
石
紬
伝
統
工
芸
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
北
麓
布
貼
り
絵

　
女
性
グ
ル
ー
プ
布
貼
り
絵
展

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
か
ら
お
知
ら
せ
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誓いのことば成人者のつどい
平成22年

　
昭
和
と
い
う
激

動
の
時
代
か
ら
平

成
へ
と
移
り
変
わ
っ

た
歴
史
的
節
目
に
、

私
た
ち
新
成
人
は

生
を
受
け
ま
し
た
。

　
二
十
年
間
、
温
か

く
見
守
り
慈
し
み
、

時
に
は
厳
し
く
育

て
て
く
れ
た
両
親
・

家
族
を
は
じ
め
、
学

校
や
社
会
で
、
知
識

や
知
恵
、
義
務
と
責

任
、
友
情
の
大
切
さ

な
ど
、
人
間
と
し
て

の
成
長
に
欠
か
せ

な
い
ご
指
導
を
頂

い
た
恩
師
の
方
々

や
地
域
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
の
意

を
捧
げ
ま
す
。
そ

し
て
本
日
私
た
ち

新
成
人
の
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
厳
粛

か
つ
盛
大
な
祝
福

の
場
を
設
け
て
下

さ
っ
た
富
士
河
口

湖
町
の
関
係
各
位

並
び
に
、
お
忙
し
い

中
ご
臨
席
を
賜
り

ま
し
た
ご
来
賓
の

皆
様
に
心
か
ら
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
日
本

と
い
う
平
和

で
豊
か
な
国

に
生
ま
れ
、
霊

峰
富
士
そ
し
て
美
し
い
湖

と
自
然
に
囲
ま
れ
た
素
晴

ら
し
い
環
境
の
元
で
育
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ひ
と
た
び
、
世

界
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
己
の
欲
や
、
物
質
的

豊
か
さ
の
み
を
満
た
そ
う

と
す
る
人
々
の
エ
ゴ
に
よ

る
戦
争
や
自
然
破
壊
、
さ
ら

に
は
飢
え
に
苦
し
む
人
々

な
ど
地
球
規
模
で
の
問
題

が
起
き
て
い
ま
す
。
国
内
で

も
、
心
の
荒
廃
を
窺
わ
せ
る

犯
罪
の
増
加
な
ど
悲
惨
な
状
況

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
」
と
い
う
元
号
は
、
中

国
の
「
書
経
」
の
「
地
平
天
成
」

か
ら
の
命
名
で
「
内
外
、
天
地
と

も
平
和
が
達
成
さ
れ
る
」
と
い

う
こ
と
を
表
し
ま
す
。
そ
こ
に

は
「
平
ら
か
に
成
る
」
意
味
と
「

平
ら
か
に
成
す
。
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
心

の
持
ち
方
に
依
っ
て
平
和
で
幸

福
な
社
会
を
築
き
上
げ
よ
う
と

い
う
意
志
と
願
い
が
こ
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
一
日

本
人
と
し
て
だ
け

で
は
な
い
広
い
視

野
に
立
ち
、
他
者

や
自
然
へ
の
感
謝

と
畏
敬
の
念
を
持

ち
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、

新
成
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
感
を

持
ち
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
間
に
な

れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う

な
善
な
る
意
志
が

「
平
成
」
と
い
う
こ

の
時
代
を
よ
り
良

い
社
会
に
出
来
る

こ
と
を
信
じ
て
、

私
た
ち
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
夢
と
目

標
に
向
か
っ
て
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
て
行
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
の
成
人
式
を

機
に
、
改
め
て
二
十
年
間
の
ご

厚
情
に
感
謝
し
、
新
成
人
一
同
助

け
合
い
、
励
ま
し
あ
い
な
が
ら

皆
様
方
の
ご
恩
と
ご
期
待
に
応

え
る
べ
く
努
力
し
て
い
く
こ
と

を
お
約
束
し
ま
し
て
、
誓
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
二
年
一
月
十
日

　
　
新
成
人
代
表
　
　
　
　
　 

 
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
昂
士
朗

　
昭
和
と
い
う
激

動
の
時
代
か
ら
平

成
へ
と
移
り
変
わ
っ

た
歴
史
的
節
目
に
、

私
た
ち
新
成
人
は

生
を
受
け
ま
し
た
。

　
二
十
年
間
、
温
か

く
見
守
り
慈
し
み
、

時
に
は
厳
し
く
育

て
て
く
れ
た
両
親
・

家
族
を
は
じ
め
、
学

校
や
社
会
で
、
知
識

や
知
恵
、
義
務
と
責

任
、
友
情
の
大
切
さ

な
ど
、
人
間
と
し
て

の
成
長
に
欠
か
せ

な
い
ご
指
導
を
頂

い
た
恩
師
の
方
々

や
地
域
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
の
意

を
捧
げ
ま
す
。
そ

し
て
本
日
私
た
ち

新
成
人
の
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
厳
粛

か
つ
盛
大
な
祝
福

の
場
を
設
け
て
下

さ
っ
た
富
士
河
口

湖
町
の
関
係
各
位

並
び
に
、
お
忙
し
い

中
ご
臨
席
を
賜
り

ま
し
た
ご
来
賓
の

皆
様
に
心
か
ら
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
日
本

と
い
う
平
和

で
豊
か
な
国

に
生
ま
れ
、
霊

峰
富
士
そ
し
て
美
し
い
湖

と
自
然
に
囲
ま
れ
た
素
晴

ら
し
い
環
境
の
元
で
育
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ひ
と
た
び
、
世

界
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
己
の
欲
や
、
物
質
的

豊
か
さ
の
み
を
満
た
そ
う

と
す
る
人
々
の
エ
ゴ
に
よ

る
戦
争
や
自
然
破
壊
、
さ
ら

に
は
飢
え
に
苦
し
む
人
々

な
ど
地
球
規
模
で
の
問
題

が
起
き
て
い
ま
す
。
国
内
で

も
、
心
の
荒
廃
を
窺
わ
せ
る

犯
罪
の
増
加
な
ど
悲
惨
な
状
況

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
」
と
い
う
元
号
は
、
中

国
の
「
書
経
」
の
「
地
平
天
成
」

か
ら
の
命
名
で
「
内
外
、
天
地
と

も
平
和
が
達
成
さ
れ
る
」
と
い

う
こ
と
を
表
し
ま
す
。
そ
こ
に

は
「
平
ら
か
に
成
る
」
意
味
と
「

平
ら
か
に
成
す
。
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
心

の
持
ち
方
に
依
っ
て
平
和
で
幸

福
な
社
会
を
築
き
上
げ
よ
う
と

い
う
意
志
と
願
い
が
こ
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
一
日

本
人
と
し
て
だ
け

で
は
な
い
広
い
視

野
に
立
ち
、
他
者

や
自
然
へ
の
感
謝

と
畏
敬
の
念
を
持

ち
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、

新
成
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
感
を

持
ち
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
間
に
な

れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う

な
善
な
る
意
志
が

「
平
成
」
と
い
う
こ

の
時
代
を
よ
り
良

い
社
会
に
出
来
る

こ
と
を
信
じ
て
、

私
た
ち
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
夢
と
目

標
に
向
か
っ
て
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
て
行
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
の
成
人
式
を

機
に
、
改
め
て
二
十
年
間
の
ご

厚
情
に
感
謝
し
、
新
成
人
一
同
助

け
合
い
、
励
ま
し
あ
い
な
が
ら

皆
様
方
の
ご
恩
と
ご
期
待
に
応

え
る
べ
く
努
力
し
て
い
く
こ
と

を
お
約
束
し
ま
し
て
、
誓
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
二
年
一
月
十
日

　
　
新
成
人
代
表
　
　
　
　
　 

 
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
昂
士
朗
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省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

　
１
月
15
日
、
町
役
場
に
お
い
て
自
治
会
長
区
長
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
、
新
自
治
会
長
・
区
長
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
区
の
代
表
及
び
町
連
合
自
治
会
長
の
選
出
も
行
な

わ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
勝
山
地
区
・
大
嵐
区
・
富
士
ヶ
嶺
区
の
区
長
は
、
平
成

22
年
３
月
ま
で
が
任
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
改
選
し
た

際
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
町
連
合
自
治
会
長
（
船
津
）

　
○
船
津
地
区
代
表
　
　
　
中
村
初
男
（
七
軒
町
一
丁
目
）

　
○
小
立
地
区
代
表
　
　
　
渡
辺
一
奉
（
八
丁
屋
）

　
○
大
石
地
区
代
表
　
　
　
梶
原
福
芳
（
中
村
区
）

　
○
河
口
地
区
代
表
　
　
　
鈴
木
俊
夫
（
第
五
）

　
○
勝
山
地
区
代
表
　
　
　
流
石
修
身
（
第
三
区
）

　
○
足
和
田
地
区
代
表
　
　
渡
辺
軍
治
（
大
嵐
区
）

　
○
上
九
一
色
地
区
代
表
　
滝
口
雅
博
（
本
栖
区
）

船
津
地
区

＝
自
治
会
長
＝

【
揚
町
】
三
浦
義
保
　 
 
 
 

【
浜
町
】
長
山
明
夫
　
　
　
　

【
若
松
町
】
松
浦
健
視 
 
 
 

【
上
町
】
白
壁
典
久
　

【
松
場
一
】
堀
田
修
平
　 

　
　
【
松
場
二
】
渡
辺
露
樹

【
湖
南
一
】
梶
原
節
雄
　 
 

　
【
湖
南
二
】
渡
辺
千
賀
雄
　
　

【
湖
南
三
】
長
田
杵
男 
 
 
 

【
本
町
二
】
梶
原
敏
文
　
　
　

【
七
の
一
】
中
村
初
男
　
　
　 

【
七
の
二
】
梶
原
秀
雄

【
七
の
三
】
小
佐
野
孝
良
　 

　
【
七
の
四
】
渡
辺
勘
次
　
　
　

【
南
台
一
】
金
子
英
夫 
 
 
 

【
南
台
二
】
早
川
重
則
　
　
　

【
七
の
中
】
梶
原
博
文
　
　 
 

【
市
道
】
井
出
武
文

【
富
士
見
一
】
中
村
孝
一
　 

　
【
富
士
見
二
】
梶
原
義
一
　
　

【
富
士
見
三
】
菅
野
美
知 
 
 

【
富
士
見
四
】
朝
比
奈
章
二
郎

【
本
町
】
小
林
恒
憲
　
　 
 
 

【
上
の
段
下
】
片
浜
正
彦

【
上
の
段
中
】
小
佐
野
弘
　 
 

【
上
の
段
上
】
渡
辺
貞
夫
　

【
高
尾
町
】
梶
原 

勇 
 
 
 

【
県
営
住
宅
】
堀
内
浩
美
　

【
高
尾
南
】
上
野 

修
　
　 
 

【
富
士
見
タ
ウ
ン
】
水
越 

忠

【
河
口
湖
通
一
】
宮
下
正
彦
　 

【
河
口
湖
通
二
】
小
池
洋
一

【
大
久
保
】
込
山
一
芳 
 
 
 

【
宮
森
】
古
屋
光
徳
　
　
　
　

【
大
池
】
渡
辺
利
文
　
　
　
　
　【
浅
川
】
外
川
定
行

＝
区
長
＝

【
山
彦
】
渡
辺
　
進
　
　
　
　
　【
竹
の
子
松
場
】
小
林
勝
彦

【
湖
南
】
渡
辺
千
賀
雄
　
　
　
　【
富
士
桜
ス
バ
ル
】
渡
辺
忠
男

【
青
空
う
そ
ぶ
き
】
井
出
　
隆
　【
富
士
】
穂
阪
四
郎

【
蜂
の
子
】
外
川
朝
彦
　
　
　
　【
浅
川
】
外
川
久
則

【
ひ
ば
り
】
萱
沼
　
進
　
　
　
　【
富
士
見
】
古
屋
一
哉

【
高
尾
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
】
太
田
原
昭

【
高
尾
南
】
上
野
　
修

小
立
地
区

【
乳
ケ
崎
】
渡
邊
桂
　
　
　
　
　【
林
】
流
石
源
太
郎
　
　
　

【
久
保
】
渡
辺
　
亘
　
　
　
　
　【
八
丁
屋
】
渡
辺
一
奉

【
西
】
太
田
博
純
　
　
　
　
　

【
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
】
中
本
宏
幸

【
河
口
湖
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
】
小
林
宏
司

大
石
地
区

【
中
沢
】
梶
原
英
哉
　
　
　
　
　【
上
手
】
鈴
木
徳
村
　
　
　

【
東
村
】
堀
内
　
定
　
　
　
　
　【
下
条
】
梶
原
和
久
　
　
　
　

【
後
藤
】
堀
内
文
仁
　
　
　
　
　【
中
村
】
梶
原
福
芳

【
湯
口
】
貴
家
圭
三
　
　
　
　
　【
ペ
ン
シ
ョ
ン
】
木
下
勝
己
　

【
松
風
台
】
渡
辺
義
男

河
口
地
区

【
第
一
】
小
河
原
敏
憲
　
　
　
　【
第
二
】
中
村
保
美
　
　
　
　

【
第
三
】
高
山
和
夫
　
　
　
　
　【
第
四
】
田
村
　
衛
　
　
　
　

【
第
五
】
鈴
木
俊
夫
　
　
　
　
　【
第
六
】
伯
耆
　
茂

足
和
田
地
区

【
長
浜
地
区
】
三
浦
孝
四
郎
　
　【
西
湖
地
区
】
三
浦
喜
保
　
　

【
根
場
区
】
渡
辺
康
浩
　
　
　
　【
町
営
大
嵐
団
地
】
堀
内
幸
則

上
九
一
色
地
区

【
精
進
区
】
山
田
喜
智
　
　
　
　【
本
栖
区
】
滝
口
雅
博

　
町
内
に
は
、
69
の
自
治
会
（
船
津
地
区
36
、
小
立
地
区
７
、
大

石
地
区
９
、
河
口
地
区
６
、
勝
山
地
区
３
、
足
和
田
地
区
５
、
上

九
地
区
３
）
が
あ
り
、
各
地
域
で
よ
り
快
適
で
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
行
事
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
も
自
治
会
に
加
わ
り
、
近
隣
の

方
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら
地
区
共
通
の
課
題
に
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
み
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
２２
年 

新
自
治
会
長
・
区
長
が

　
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

電
気
安
全
出
前
講
座
・
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ

　
関
東
電
気

保
安
協
会
で

は
、
地
域
や
職

場
の
皆
様
の

所
に
お
伺
い

し
電
気
を
安

全
に
効
率
よ

く
お
使
い
い

た
だ
く
た
め

の
出
前
講
習

会
及
び
出
張

相
談
所
を
無

料
に
て
開
催

し
ま
す
。
是
非

ご
利
用
下
さ
い
。

■
内
容
　
講
習
「
電
気
の
安
全
な
使
い
方
」
、「
地
震
な
ど

　
　
　
　
　
　 

 

に
備
え
て
」
等

　
　
　
　
実
験
・
実
演
「
電
気
の
使
い
す
ぎ
や
シ
ョ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
し
た
場
合
の
実
験
」
、「
リ
ニ
ア
モ
ー
　

　
　
　
　
　
　
タ
ー
の
原
理
を
知
る
た
め
の
実
演
」
等

■
実
施
日
時
　
日
曜
祭
日
を
除
く
　

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

■
人
数
　
５
人
以
上
　
　
■
費
用
　
無
料

■
場
所
　
ご
用
意
い
た
だ
い
た
場
所
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

●
連
絡
先
　
関
東
電
気
保
安
協
会
山
梨
事
業
本
部

　
　
　
　
　
甲
府
市
飯
田
1-

1-

24
　

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
5-

2
2
8-

3
2
0
0
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１５歳までの子ども医療費の助成がはじまります。

　富士河口湖町では、平成２２年４月１日診療分からこれまでの「乳幼児医療費助成金支給事業」を「子ども

医療費助成金支給事業」に改め、支給対象年齢を通院・入院とも１５歳（中学３年生相当年齢）まで拡大す

ることになりました。

　「窓口無料」（医療機関窓口で医療費自己負担分の支払いは必要ありません。）に対応する「子ども医療費助成

金受給資格者証」を交付するためには保護者のみなさまに交付申請手続きをしていただくことになります。

　次のとおり申請書類を提出してくださいますようお願いします。

　　１　申　請　期　間　　　　平成２２年２月１２日（金）まで

　　２　申請書の提出先　　　　町役場健康増進課窓口または各地区出張所窓口

　　３　申請の対象となる方　　現在の小学校１年生から中学校２年生までの子どもの保護者

　　　　　　　　　　　　　　 （ただし生活保護・重度心身障害者医療費助成金・ひとり親家庭医療費助成金を受けてい

　　　　　　　　　　　　　　　　  る方は除きます）

　　４　提出していただくもの

　　　① 子ども医療費助成金受給資格者証交付申請書（子ども一人につき1枚記入してください。）

　　　　※該当者には配付してありますが、お手元に届いていない場合は、健康増進課にご連絡ください。　　　　

　　　② 子ども本人の健康保険証の写し

　　　　  （子どもが二人以上の場合もそれぞれ添付してください。）

　　　③ 委任状兼同意書（申請書の裏面に記載・町国民健康保険加入者のみ℡

　現在受給している（就学前の子どもの）保護者のみなさまは、申請手続きの必要はありません。今お持ちの

ピンクの受給資格者証と交換交付となります。

　後日、交換の日をお知らせいたします。

新しく該当になる子ども（小１から中2）の保護者のみなさまへ

すでに受給している（就学前の子どもの）保護者のみなさまへ

富士河口湖町　健康増進課

子ども医療担当

TEL ０５５５-７２-６０３７

[ 火災予防について ］

管理課 防災係　℡ ７２-６０１３

　この時期は空気が非常に乾燥して火災の起こりやすい季節です。

ニュースでも連日のように全国各地で発生した火災による悲惨な状況が伝えられ、

その恐ろしさを痛感させられます。

　火災は、命や財産など大切なものを奪い去ってしまう実に恐ろしいものです。

火災を未然に防ぐためには、日頃から火災予防の意識を高く持つことが重要です。

　家の周りに燃えやすいものを放置しない、たこ足配線はしない、ストーブで洗濯

物を乾かさない、ライターなど火の元を子どもの手の届くところに置かない、料理

の際には火のそばから離れない、たばこの投げ捨てや寝たばこは絶対にしないなど

防火に対する習慣はたくさんあります。また、寝る前や外出する際には必ず火の元

を点検するようにしましょう。
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健康のまちづくり

健康のまちづくりスローガン入選作品“睡眠は体と心のお医者さん”“睡眠は体と心のお医者さん”“睡眠は体と心のお医者さん”

○問合先／健康増進課　℡72-6037

　睡眠時間は必ずしも長いからよいというものではなく、睡

眠の深さが問題になります。

この睡眠の深さが「質のよい睡眠」であり、「熟睡感」が
得られるのです。

　町民の質のよい睡眠・熟睡感を得ている状況をみると、

年齢が高齢になるに連れて7割の方が、睡眠の熟睡感が得ら

れています。

　女性では３０歳から５０歳は、５割の方しか熟睡感はないよ

うです。

　また、男性のほうが女性より熟睡感を得ている方が多いようです。

新生児（１２ヶ月未満）

 １歳　頃

 ６歳　頃

１０歳　頃

２０～５０歳　頃

６０歳以上

１５～１６時間

１３時間

１０時間

８～１０時間

６.５から７.５時間

６時間

年 齢 層 睡 眠 時 間

町の健康診断受診者の「熟睡感がある」方の状況

０.０

１０.０

２０.０

３０.０

４０.０

５０.０

６０.０

７０.０

８０.０

９０.０

女性

男性

３９以下 ７５以上４０～４４４５～４９５０～５４５５～５９６０～６４６５～６９７０～７４

０.０

１０.０

２０.０

３０.０

４０.０

５０.０

６０.０

７０.０

８０.０

９０.０

H２０

H１９

３９以下 ７５以上４０～４４４５～４９５０～５４５５～５９６０～６４６５～６９７０～７４

食
生
活
改
善
推
進
員
会
の
お
す
す
め

～
零
余
子
（
む
か
ご
）
、
十
六
穀
米
ご
は
ん
～

　　    ≪材　　料≫

米　　　　　　２～３合

むかご　　　　８０ｇ

十六穀米　　　３０ｇ

水　　　　　　６０ｍｌ

酒　　　　　　大さじ１（１５ｍｌ）

塩　　　　　　小さじ１（６ｇ）

昆布　　　　　１０ｃｍ角１枚

《
作
り
方
》

①
米
を
研
ぎ
、
炊
飯
器
の
目
盛
り
通
り
水
加
減
を
す
る
。

②
む
か
ご
、
十
六
穀
米
、
十
六
穀
米
の
倍
の
水
、
酒
、

　
塩
を
加
え
て
軽
く
混
ぜ
、
昆
布
を
上
に
の
せ
て
通

　
常
通
り
に
炊
飯
す
る
。

③
炊
き
上
が
っ
た
ら
昆
布
を
取
り
除
く
。

＊
昆
布
は
細
く
切
っ
て
ご
飯
に
添
え
る
と
良
い
で
す
。

　
ご
飯
に
は
好
み
で
ご
ま
を
か
け
て
も
良
い
で
す
。

＊
炊
き
上
が
り
は
む
か
ご
、
黒
米
、
赤
米
等
に
よ
り

　
薄
く
色
づ
き
ま
す
。

＊
む
か
ご
ご
は
ん
を
口
に
し
た
時
、
一
粒
が
小
さ
い

　
の
に
芋
が
ほ
こ
っ
と
し
た
感
で
、
か
ち
っ
と
し
た

　
食
感
が
面
白
く
、
ご
は
ん
に
な
じ
み
と
て
も
美
味

　
し
い
で
す
。

＊
む
か
ご
と
は
、
長
芋
が
成
長
し
て
行
く
過
程
で
、

　
つ
る
の
途
中
の
葉
の
付
け
根
に
で
き
る
小
指
の
頭

　
ほ
ど
の
大
き
さ
の
球
芽
の
こ
と
で
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

昔
な
つ
か
し
の
料
理

　人間にとって睡眠は人生のおよそ1/3を占める休息、安らぎを得るための時間です。

睡眠は、大脳を休ませ回復させると共に子供の成長や身体の修復に関係する成長ホルモンの分泌も活発に行われます。

　また、人間の脳には生体リズムをコントロー

ルする体内時計があります。日光は眼を通じて

体内時計を刺激し、1日の行動に適したリズム

を作ります。目が覚めたら適度な日光を浴びる

ようにすることが快適な睡眠の確保につながり

ます。

　睡眠時間は個人差がありますが左表のように

年齢によって変化していきます。

熟睡感の年齢別男女比

熟睡感の年齢別年度比較
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新型インフルエンザワクチン接種のお知らせ

■健康成人への接種が開始されました。

平成２２年１月１９日から県内における健康成人への接種が開始されました。また、0歳児もワクチン接種

が認められたことにより、すべての方に接種できるようになりました。ワクチンの接種を希望される方

は、事前に医療機関にお問い合わせください。

■ワクチン接種の回数は１回または２回です。

接種回数は対象者とワクチンの種類によって１回接種の方と２回接種の方に分けられます。

　2回接種⇒0歳～小学校高学年に相当する年齢の者

　1回接種⇒上記以外の者 (基礎疾患を有する者等は、医師の判断により２回接種する場合があります。

■ワクチン接種費用の助成があります。

次の方には接種費用の全額または一部を助成します。

　　〈全額助成：６，１５０円または３，６００円〉

　◆町内に住所を有する生活保護受給世帯と平成２１年度住民税非課税世帯の方

　　〈一部助成：２，０００円〉

　◆町内に住所を有する全額助成に該当しない１歳から中学生までの方（住民税課税世帯）。ただし、

　　季節性インフルエンザ予防接種の助成（２，０００円）とは重複助成はできません。

■接種費用については？

接種費用は、１回目が３，６００円、２回目が２，５５０円です。

ただし、２回目が１回目と異なる医療機関で接種する場合は、３，６００円となります。

※助成は平成２２年３月３１日までに接種した費用に限ります。
※助成手続きは役場健康増進課にお問い合わせください。

●問合先　健康増進課 ℡７２－６０３７

☆２０歳以上２６歳未満
　〔２２歳未満の者は大卒(見込含む)〕

☆大学院修士課程修了者(見込み)は２８歳未満

１８歳以上３４歳未満

 ４月１日(木) 
～5月10日(月) 

第１回
　1月12日(火)
～4月９日(金)

第２回
　7月21日(火)
～10月8日(金) 

第１回
 　  4月17日(土)
   ～4月19日(月) 

第２回
 　10月16日(土)
 ～10月18日(月) 

【合格発表】
第１回
  5月21日(金)

第２回

 11月19日(金)

【入隊】
23年3月下旬
　～4月上旬

１次: 5月15日(土)
　　　  ・16日(日) 

２次: 6月15日(火)
  　　  ～17日(木) 

３次: 7月14日(水)
   　   ～23日(金)

予備自衛官補

幹部候補生

一
般
・
技
術

一
　
般

技
　
能

歯
科
・
薬
剤
科

資　　　　　格 そ の 他試 験 日 程願書受付期間募集種目

問合せ先：自衛隊山梨地方協力本部大月地域事務所（大月市御太刀２－８－１０　大月合同庁舎２階）　電話：０５５４-２２-１２９８

平成22年度　自衛官等募集案内

※いずれか1日を指定

☆専門の大学卒(見込み)で２０歳以上３０歳未満

☆専門の大学卒(見込み)で２０歳以上２６歳未満
　〔専門の大学院修士課程修了者(見込み)は２８
　歳未満〕

１８歳以上で保有する技能に応じて５３歳～
５５歳未満



県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら

　
県
で
は
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
）
を

行
っ
た
夫
婦
に
対
し
て
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
国
の
経
済
対
策
に
よ
り
１
回
あ
た
り
の
助
成
限
度

額
が
10
万
円
か
ら
15
万
円
に
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
来
年
度
以
降
の
助
成
額
は
未
定
で
す
。

■
対
象
者

○
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
山
梨
県
に
住
所
を
有
し
て
い
る

○
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
お
り
、
特
定
不
妊
治
療
以
外
で
は

　
妊
娠
の
見
込
み
が
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ

　
た
夫
婦

○
夫
婦
の
所
得
合
計
額
が
７
３
０
万
円
未
満

■
対
象
と
な
る
治
療

　
山
梨
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て
受
け
た
体
外

　
受
精
又
は
顕
微
授
精

■
助
成
額

　
治
療
１
回
あ
た
り
15
万
円
を
限
度
に
年
度
２
回
ま
で

■
対
象
期
間

　
平
成
21
年
度
内
に
治
療
が
終
了
し
、
平
成
22
年
３
月
末
ま

　
で
に
申
請
し
た
も
の
に
限
る
。

※
申
請
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

　
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
健
康
支
援
課 

 

℡
24-

9
0
3
4

　
山
梨
県
が
行
っ
て
い
る
飲
料
水
水
質
検
査
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
３
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
４
月
以
降
は
次

の
検
査
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○(

社)

山
梨
県
食
品
衛
生
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
℡
0
5
5
5-

24-

2
0
3
6

○(

株)

メ
イ
キ
ョ
ー
　 

℡
0
5
5-

2
2
8-

2
8
5
8
　

○(

株)

山
梨
県
環
境
科
学
検
査
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
℡
0
5
5-

2
7
8-

1
6
0
0

○(

株)

環
境
計
量
セ
ン
タ
ー
山
梨
検
査
所

　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
℡
0
5
5-

2
8
4-

8
1
3
1

●
問
合
先
　
衛
生
課
　 

 

℡
24
‐
９
０
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
山
梨
県
で
は
、
今
後
の
都
市
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
た

め
、
県
全
域
を
対
象
と
し
た｢

（
仮
称
）
山
梨
県
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン｣

を
策
定
中
で
す
。
こ
の
計
画
に
県
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
内
各
地
で

説
明
会
及
び
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
富

士
吉
田
市
、
富
士
河
口
湖
町
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、
山
中
湖
村
、

鳴
沢
村
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
　
２
月 

16
日
（
火
）
午
後
6
時
～

■
場
　
所
　
　
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
　
大
会
議
室

　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
一
丁
目
2-

5
　
℡
24-

9
0
5
0

■
内
　
容

　
（
１)

専
門
家
（
大
学
教
授
）
に
よ
る
基
調
講
演

　
　
　
　
　
　
　
西
井
和
夫
氏
　
（
流
通
科
学
大
学
教
授
）

　
（
２
）
山
梨
県
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）
説
明

　
（
３
）
意
見
交
換

■
費
　
用
　
無
料
（
事
前
の
申
込
み
等
は
必
要
な
し
）

●
問
合
先
　
県
土
整
備
部 

都
市
計
画
課 

計
画
担
当

　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

1
7
1
6

　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5-

2
2
3-

1
7
2
4

　
食
べ
る
こ
と
は
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
、
楽
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
は
、
充
実
し

た
日
常
生
活
を
過
ご
す
う
え
で
と
っ
て
も
大
切
で
す
。

　
で
す
が
、
食
べ
る
機
能
の
障
害
（
摂
食
・
嚥
下
障
害
）
が
あ

る
と
、
食
べ
る
こ
と
に
多
く
の
努
力
を
要
す
る
う
え
、
栄
養

不
良
・
誤
嚥
性
肺
炎
等
を
ひ
き
お
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
講
習
会
で
は
「
摂
食
・
嚥
下
障
害
」
に
つ
い
て
焦
点
を

あ
て
、
口
腔
ケ
ア
、
嚥
下
機
能
に
対
す
る
理
解
と
、
食
事
動
作

の
介
助
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま

す
！

■
日
　
時
　
２
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
～
12
時
　

■
場
　
所 

 

富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
研
修
室

■
講
　
師
　
保
坂
　
敏
男
　
氏
　

　
　
　
　
　
山
梨
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
　

　
　
　
　
　
言
語
聴
覚
士

■
対
象
者
　
食
事
介
助
、
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
方

　
　
　
　
　
摂
食
・
嚥
下
等
の
口
腔
機
能
に
興
味
の
あ
る
方

　
　
　
　
　
　
（
要
申
し
込
み
。
参
加
は
無
料
で
す
。
）

●
申
込
・
問
合
先
　
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72-

５
５
３
３
　F

A
X

72
‐
５
５
３
９

飲
料
水
水
質
検
査
を
廃
止
し
ま
す
！

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

機
能
訓
練
講
習
会
「
口
腔
機
能
の
理
解
」

富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
に
つ
い
て

都
市
計
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
（
仮
称
）
山
梨
県
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

地
域
別
意
見
交
換
会
～

～
摂
食
・
嚥
下
の
し
く
み
を
知
っ
て

　
　
　
　
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
る
た
め
に
～

せ
っ
し
ょ
く

え
ん
　
げ



広
報
富
士
河
口
湖

　
９

山
梨
県
労
働
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
憲
法
で
は
、
労
働
条
件
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た

め
に
、
労
働
者
が
団
体
で
使
用
者
と
交
渉
す
る
権
利
を
保
障

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
山
梨
県
労
働
委
員
会
で
は
労
働
者
と
使
用
者

が
円
満
な
労
使
関
係
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
に
次
の
よ
う

な
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
労
働
関
係
で
お
困
り
の
方
は
是

非
御
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

 
 

不
当
労
働
行
為
の
救
済
　
　

　
使
用
者
は
、
労
働
者
が
労
働
組
合
に
入
っ
た
り
、
活
動
し

た
り
し
た
こ
と
を
理
由
に
解
雇
や
配
置
転
換
な
ど
の
不
利

益
な
扱
い
（
不
当
労
働
行
為
）
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
不
利
益
な
扱
い
を
さ
れ
た
労
働
者
や
労
働
組
合
は
労
働

委
員
会
に
救
済
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
労
働

委
員
会
は
申
立
て
内
容
を
審
査
し
て
、
使
用
者
に
対
し
て
不

利
益
な
扱
い
を
し
な
い
よ
う
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
 

労
働
争
議
の
調
整
　
　

　
使
用
者
が
団
体
交
渉
に
応
じ
な
い
場
合
な
ど
に
、
ス
ト
ラ

イ
キ
な
ど
の
労
働
争
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
労

働
委
員
会
は
、
労
働
争
議
の
当
事
者
の
申
請
な
ど
に
よ
り
、

当
事
者
双
方
の
言
い
分
を
聞
き
、
問
題
点
を
整
理
し
て
、
労

働
争
議
の
解
決
に
あ
た
り
ま
す
。

 
 

個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
　
　

　
労
働
者
個
人
と
会
社
の
間
で
、
仕
事
上
の
ト
ラ
ブ
ル
（
解

雇
、
雇
い
止
め
、
配
置
転
換
、
賃
金
引
き
下
げ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
）
が
生
じ
た
場
合
に
、
当
事
者
双
方
の
言
い
分

を
聞
き
、
問
題
点
を
整
理
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
あ
た

り
ま
す
。

●
問
合
先
　
山
梨
県
労
働
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

1
8
2
7

労
働
委
員
会
は
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

富
士
北
麓
地
域
『
高
齢
者
作
品
展
』
勝
山
で
開
催

共
同
募
金
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４,６４３,２５０円

４,１７７,２３２円

９０.０%

目標額

募金額

達成率

町内の歳末たすけあい事業

町内の
地域福祉活動山梨県全体の

福祉活動

８６円

１７.２%

１００円

２０.０%

３１４円

６２.８%

『
富
士
河
口
湖
町
で
は

　
　
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
』

『
富
士
河
口
湖
町
で
は

　
　
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
』

『
富
士
河
口
湖
町
で
は

　
　
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
』

『
平
成
２１
年
度
の
町
配
分
事
業
』

『
平
成
２１
年
度
の
町
配
分
事
業
』

『
平
成
２１
年
度
の
町
配
分
事
業
』

　
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
共
同
募
金

は
、
地
域
の
様
々
な
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
度
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
２
月
号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
世
帯
５
百
円
募
金
し
て
い
た
だ
く
と

次
の
と
お
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

町
内
の
歳
末
た
す
け
あ
い
事
業

・
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
、
生
活
保
護
世
帯

　
及
び
準
要
保
護
世
帯
等
へ
の
歳
末
慰
問
金
の
贈
呈

町
内
の
地
域
福
祉
活
動

・
喜
寿
（
７７
歳
）
、
米
寿
（
８８
歳
）
、
９５
歳
以
上
の
方
に
敬
老

　
祝
い
品
の
贈
呈

・
結
婚
５０
周
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
に
金
婚
式
記
念
写
真
の

　
贈
呈

・
各
地
域
に
開
設
さ
れ
て
い
る

　
小
地
域
福
祉
活
動
（
河
口
地

　
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
ビ
ー
、
大

　
石
福
祉
推
進
会
、
八
町
屋
区

　
福
祉
推
進
会
、
浅
川
健
康
体

　
操
の
会
、
ひ
ば
り
や
す
ら
ぎ

　
会
、
湖
南
町
共
助
会
、
富
士

　
桜
・
ス
バ
ル
い
き
い
き
会
、
大

　
嵐
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
富
士

　
見
町
な
ご
み
会
、
勝
山
福
祉

　
さ
く
や
会
、
南
台
や
す
ら
ぎ

　
会
、
富
士
区
い
き
や
り
会
）へ
の
助
成

山
梨
県
全
体
の
福
祉
活
動

・
県
全
体
の
福
祉
活
動
に
使
用

・
町
内
の
社
会
福
祉
施
設
に
配
分

・
虹
の
架
け
橋
推
進
事
業
配
分
（
西
浜
お
や
じ
ク
ラ
ブ
）

　
共
同
募
金
は
、
寄
付
が
集
ま
っ
て
か
ら
用
途
を
決
め
る
募

金
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
使
い
道
を
決
め
て
、
目
標
額
を

定
め
る
「
計
画
募
金
」
で
す
。
配
分
申
請
を
受
け
て
か
ら
、
そ

の
必
要
性
な
ど
を
考
慮
し
、
使
い
道
の
計
画
が
立
て
ら
れ
、

目
標
額
を
決
定
し
ま
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
、
富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、
山
中

湖
村
、
鳴
沢
村
の
富
士
北
麓
地
域
の
高
齢
者
の
方
が
丹
精
込

め
て
制
作
し
た
作
品
を
一
堂
に
集
め
た
「
高
齢
者
作
品
展
」
が

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
富
士
河
口
湖
町
で
左
記

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
観
覧
下
さ
い
。

開
催
日
時
・
平
成
２２
年
２
月
２４
日 

午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　 

 

２
月
２６
日 

正
午

開
催
場
所
・
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
く
や
ホ
ー
ル

『
目
標
額
が
あ
る
理
由
』

『
目
標
額
が
あ
る
理
由
』

『
目
標
額
が
あ
る
理
由
』

合計
５００円
１００.０%

南台やすらぎ会



広
報
富
士
河
口
湖

　
１０

ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

河口湖フィールドセンター周辺の自然　１富士２鷹３狸？

国際シンポジウム　『自然に活かされる企業の未来』

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………

○１２月～１月に、NHKが船津胎内神社と胎内樹型の撮影を３回行いました。３月上旬全国放送予定の「新日本風土記―富士山

　大百科（仮称）―」の中で、歌川貞秀の錦絵とともに紹介される予定です。

○３月１４日に生涯学習の集いとして「富士山の自然と富士河口湖町」をテーマとしたフォーラムが開催される予定です。

　皆さんの今年の初夢は何だったでしょうか？残念ながら私の場合は記憶にないのですが、正

夢？が見られました。

　１月８日の朝、いつもの通り天気が良かったので、出勤前に船津の富士山絶景ポイントに立ち

寄りました。そしたら電柱から１羽の鷹（タカ）が飛び立ちました。あわてて写真とビデオに収

めましたが、富士山を背景に電柱の上に悠然と止まっている姿に「１富士２鷹だ」と内心で叫ん

でいました。その鷹は、アンテナや他の電柱に移動しながら、長く静止していましたので、車で

南から近付き確認しましたら「ノスリ」でした。オオタカほど少なくはないのですが、トビほど普

通に見られる鳥でもなく、気付いた時は大空高く滑空していることが多い種類です。

　今年は元旦の日にも、４頭のシカが道路を横切るのを見たりしていたので、幸先の良い年に

なりそうだと思っていましたら、９日朝に課長から「タヌキが歩いていましたよ」という話を聞

きました。さらに、１６日午後１５時頃に「タヌキが来ています」との連絡をもらい撮影を試みま

したが、林の中をだんだんと遠ざかって行ったので、なかなか良い写真が撮れませんでした。A

トレイルにまだいるかもしれないと半周しましたが、「また戻っているかもしれない」と思いフ

ィールドセンターの裏に近づきましたら、案の定、餌を探していたらしく飛び出しました。林の

中でこちらの様子を確かめるように見ていた時に、ようやく満足のゆく写真が１枚撮れました。

寒い日だったので毛が逆立っているのがわかりますし、野生の動物の眼差しの鋭さを再確認し

ました。このタヌキは５時頃にも見られ、この日だけで３回も目撃しました。フィールドセンター

周辺の赤松自然林の自然の豊さと冬の厳しさを改めて感じた日でした。

　２月２６日（金）東京の経団連会館で、標記のシンポジウムが開催されます。環境NPO「アース

ウォッチジャパン」主催で、環境省などが後援しています。これは、生物多様性年でもある今年

（２０１０年）にあたり、「富士山生物多様性研究イニシアティブ」を開始し、それを今後の富士山の自

然保護に活かして行こうという目的で開催されるものです。最初に、アースウォッチジャパンの理

事でもある東北大学の石田秀輝先生から「自然に学ぶ粋な暮らしとテクノロジー」と題した基調

講演が行われ、次に河口湖フィールドセンターの渡辺通人が、２００３年から７年間アースウォッチに

協力していただいて実施してきた国際・国内プロジェクトの成果と、新たに立ち上げる絶滅危惧の

鳥類、里山管理と小型哺乳類・湧水との関係についての２つのプロジェクトを含めた今後の計画を

披露する「富士山とその周辺の里山環境と保全－絶滅危惧種をKey-speciesとして－」と題した基

調講演を行います。その後、アースウォッチ・ヨーロッパ支部のNigel Winser（ナイジェル・ウィンザ

ー）事務局長さんや花王株式会社の嶋田実名子CSR推進部長さんから事例紹介があり、最後に会

場も含めた全員で生物多様性と富士山の自然保護について意見を交わす計画です。また、このシ

ンポジウムに先立ってナイジェルさんの富士山の自然の視察も計画されています。

　国内外からますます注目されている富士山ですが、その自然は年々危機的状況になっていま

す。これからは富士河口湖町だけでなく富士山に関わる人たちが皆で協力して、富士山全体の自然保護と自分たちの生活との関

わりを真剣に議論し、その保全と持続可能な利用のために、これまでより一歩進んだ取り組みが必要とされています。河口湖フィー

ルドセンターは、アースウォッチジャパンなどの協力を得ながら、一歩ずつ前進して行きたいと思っていますので、皆様からのご助

言・ご協力をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

～富士山生物多様性研究イニシアティブの提案～ が開催されます。
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西湖いやしの里根場からのお知らせ

「いやしの里のひなまつり」「いやしの里のひなまつり」「いやしの里のひなまつり」
西湖いやしの里根場では「ふるさとの四季」をテーマにした年中行事を行っています。

≪詳細お問合せ先≫西湖いやしの里根場総合案内所ＴＥＬ；２０－４６７７　 URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

繭雛を作りましょう！
大石産の繭に色付けをして、繭雛を作りましょう！

素焼きのお雛様に絵の具で色付けをし、
自分好みの着物を着せましょう！

ひな祭り特別体験

期間：２月１日（月）～３月３１日（水）

会場：大石紬と布の館

料金：１，３００円

時間：およそ４０分

予約・問合せ；

　　  大石紬と布の館

　　  ０５５５(２５)６１３１

お雛様に囲まれて

「甲冑とその時代展」開催中！

ひな祭り特別体験

お雛様に着物を着せましょう！

ひな祭り特別体験

草木染体験教室
シルクスカーフに大石地区で栽培された茜草で

オリジナルスカーフを染めましょう。

期間；２月１０日（水）午前１０時から正午まで

会場；くつろぎの館

持ち物；無し

料金；３，０００円

予約・問合せ；

　　  大石紬と布の館

　　  ０５５５(２５)６１３１

　里内各建物で“ひなまつり”の飾り付けで皆様のお越し

をお待ちしておりますが、特に「つるしびなの館」では、古

き良き伝統的な雛飾りを飾りつけ春の訪れを演出します。

テーマは「花」。建物内をつるし雛と可愛らしい布小物た

ちで目にも鮮やかに飾ります。いつもとはまた違う華やか

な雰囲気をお楽しみ下さい。

　また、この時期オリジナルお雛様作りも体験できます。

火の見やぐらが目印の「火の見の館」では、

戦国時代以降の日本の風俗に的を当てた特

別企画展を開催しています。

鎧にかぶと、鉄砲、刀、着物や忍者の衣装

を用意してあり、実際に身につけることが

できます。

それぞれの時代に思いをはせてみてはいか

がでしょうか･･･？

期間：２月４日（木）～４月４日（日）

会場：つるしびなの館

料金：２，０００円

時間：３０分～４０分

予約・問合せ：０９０(６１４１)５８５９（よこた）

期間：２月６日（土）～３月３１日（水）

会場：土の館　富士炉漫窯

料金：町民特別価格

　　 １，５００円

時間：３０分～１時間

予約・問合せ

　　  ０８０(５０２４)５７３５（まえだ）

おひなまつり特別体験はそれ
ぞれの館で特徴があります。
ぜひお試し下さい。

飾りには一つ一つに、女の子
の成長への願いが込められて
います。

ひな祭りとお蕎麦の意外な関係

ひな祭り特別メニュー

華やかな風習「ひな祭り」。その昔、江戸時代にはひな祭りの翌日
にあたる３月４日に「雛そば」の習慣がありました。ひな祭り＝女の
子のおまつり＝嫁入り＝引越し･･･
そんな意味もあったのかもしれま
せん。
「手打ちそば 而今庵」ではひな
祭り特別メニューとして３月１日・
２日・３日にお蕎麦をご注文いただ
いたお客様に「ミニちらし寿司」
をサービスします。

開催期間　～６月３０日（水）まで

１階　企画展「甲冑とその時代展」

２階　常設展「戦国武将武田展」

●
火
の
見
や
ぐ
ら
が
目
印
の
「
火
の
見
の
館
」
で
開
催
中

●
２
階
の
常
設
展

●
１
階
の
企
画
展
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みんなの生涯学習みんなの生涯学習みんなの生涯学習
みなさんのやる気を

応援します!

お問合せ：富士河口湖町教育委員会生涯学習課【℡７２－６０５３】

期　日：２月９日～３月２３日　毎週火曜日

時　間：午前１０時３０分～１２時

場　所：中央公民館

持ち物：ヨガマットまたは大判のタオル

参加料：２０００円／月(お試し体験５００円:１回限り)

お申し込み・お問い合わせは、

平日の午前８時３０分～１２時　午後１時～５時３０分

クラブ富士山事務局（町民体育館内）電話７２－４７７２まで

お申し込み・お問い合わせは、

平日の午前８時３０分～１２時　午後１時～５時３０分　クラブ富士山事務局（町民体育館内）電話７２－４７７２まで

富士河口湖町教育委員会主催

平成21年度

生涯学
習推進のつどい生涯学
習推進のつどい生涯学
習推進のつどい生涯学
習推進のつどい

テーマ「富士山の自然と富士河口湖町」
～里山と環境教育～

平成22年3月14日（日）
午後1時　受付開始／午後１時30分　開式
富士河口湖町中央公民館　ホール場　所

日　時

受付開始

開会行事

【パネリスト】

・自然共生室長・フィールドセンター長　渡辺　通人先生

・都留文科大学特別常勤講師　　　　　北垣　憲仁先生

・環境賞富士五湖自然保護官　　　　　木村　　元先生

午後1時～

午後1時30分～

午後1時45分～

※関心のある方ならどなたでも参加できます。是非お気軽にご参加ください。

この時期、からだが硬くなっていませんか？
初心者向けの簡単ヨガです！

さまざまなスポーツを楽しみながら、子どもから高齢者まで幅広く参加できるクラブです。

あなたの特技・やる気をクラブのために活かしてみませんか？

ヨガ教室ヨガ教室ヨガ教室

スポーツ教室講師・運営スタッフ募集!!スポーツ教室講師・運営スタッフ募集!!スポーツ教室講師・運営スタッフ募集!!

総合型地域スポーツクラブ『クラブ富士山』

総合型地域スポーツクラブ『クラブ富士山』

講  師
運営
スタッフ

スポーツや身体に関する知識をお
持ちの方で、教室等の講師として指
導していただける方

教室等の受付業務や運営補助をし
ていただける方
子供が好きな方大歓迎

私たちが暮らす富士河口湖町は、世界に誇れる自然の宝庫です。
富士山からの恵とは? 自然保護とは?

郷土のすばらしさを皆さんで振り返る癒しの時間にしませんか?
パネリストの皆様には、それぞれの視点で現在の活動や意見の発表をいただきます。


